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1.　機器の概要

自動車産業を中心とした組立産業におけるボルト等の締結作業に多く使用されてきた空気動

工具は、小型軽量で作業性に優れている反面、コンプレッサやエア配管等の初期投資が必要で

あり、エネルギー効率も低いことから経済性や省エネ性に対する改善が望まれていた。

『e-Mレンチ』は、発熱を最小限に抑えたギヤレス・アウターロータ型電動モータや改良型油

圧式打撃機構部を搭載し、角度センサにより異常締結を検知する機能を持たせたトルクコント

ロール型工具である。

今回新たに採用した技術により、従来の電動工具の課題であった振動や反力、騒音を低減し

ながらも連続締結を可能にし、空気動工具が有する高い締結スピードと作業性を損なうことな

く、信頼性の高い締結作業が行える電動工具を実現することができた。

２．効果

空気動工具の場合、エアモータの効率が低く、空気配管等のエアロスもあり、工具の駆動に必要な圧縮空気を生成するための電力消費は非常

に大きい。これを電動工具化することにより約1/25に電力消費を抑えることができた。

また電動工具の場合、必要な容量の電源さえ確保されれば使用可能であるため、エアコンプレッサ、エアドライヤ、エア配管等の大掛かりな装

置が必要な空気動工具と比べ、初期投資面でも経済的メリットが大きい。

３．特徴

・角度センサ
──────
締付トルクと締付角度にそれぞれ上下限を設け、それらの範囲から外れた場合を異常締付と判定できるように、従来のトルクセンサに加えて

小型角度センサを付加させ、異物嚙み込みや、二度締め等の異常締結の検出精度を向上させた。

・電動モータ
──────
打撃式工具に適した低回転・高トルク型ギヤレス・アウターロータ機構の電動モータを開発し、20％軽量化することができた。

また、モータ内部を通風構造にし、発熱源であるコイル部をファンによって効果的に冷却できるようにし、連続締付を可能にした。

・油圧式打撃機構部
──────────
両端を軸受で保持する機構にし、後方のモータから前方の回転軸へのエネルギー伝達の損失を小さくする事で発熱を抑制した。

また、作動油がシール部分にかかるオイルの圧力を低圧室へ逃がすチェックバルブを設け、オイル漏洩を低減させた。

これらの改良により、従来の油圧式打撃機構に比べ、耐久性を約6倍に向上させることができた。

ボルト1本当りの消費電力量

年間消費電力量 ※１

年間電力量料金 ※２

空気動工具『TKa 1100』

3.27 Wh

1,500 kWh

22,500円

電動工具『e-M 1100』

0.13 Wh

60 kWh

900円

※１　締付本数4（本／分）、稼働時間8（時間／日）×20（日／月）として計算。
※２　1kWhにつき15円で算出。
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